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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の動作パターンを切り換えて運転することが可能な計量装置であって、
　動作パターンのそれぞれに対応するように被計量物名と計量装置の動作を制御するため
の動作パラメータとを含む複数の設定項目と計量装置の運転結果を分析するための分析項
目とを互いに関連づけて記憶するための記憶装置と、
　表を出力するための出力装置と、
　前記記憶装置に記憶されている設定項目に基づいて、被計量物名が共通する複数の動作
パターンに対応する設定項目の全部または一部および少なくとも一つの分析項目が一つの
動作パターンにつき一つの行または列に含まれるようにかつその被計量物名に対応する行
または列が所定の動作パラメータである並び替え用動作パラメータに基づき昇順または降
順で連続して並ぶように形成された表を前記出力装置を介して出力するための制御装置と
を備える、計量装置。
【請求項２】
　分析項目は、運転効率とモータ脱調エラーと零補正エラーとからなる群から選ばれるパ
ラメータである、請求項１に記載の計量装置。
【請求項３】
　並び替え用動作パラメータは目標重量である、請求項１または２に記載の計量装置。
【請求項４】
　複数の動作パラメータの中からいずれか一つの動作パラメータを並び替え用動作パラメ
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ータとして選択するための選択装置を備える、請求項１ないし３のいずれかに記載の計量
装置。
【請求項５】
　複数の動作パラメータから並び替え用動作パラメータを除くいずれか一つの動作パラメ
ータを選択するための選択装置を備え、
　前記制御装置は、前記行または列が前記選択装置を介して選択された動作パラメータを
含むように前記表を出力するように構成されている、請求項１ないし４のいずれかに記載
の計量装置。
【請求項６】
　入力装置を備え、
　前記出力装置は表示装置を備え、
　前記制御装置は、前記表を前記表示装置に表示させている状態で、前記入力装置を介し
て設定項目の入力を受付け可能に構成されている、請求項１ないし５のいずれかに記載の
計量装置。
【請求項７】
　入力装置を備え、
　前記制御装置は、新たな動作パターンに対応する設定項目の入力を前記入力装置を介し
て受付ける際に、新たな動作パターンに対応する被計量物名と並び替え用動作パラメータ
の入力がされると、すでに記憶されている動作パターンに対応する設定項目と前記入力さ
れた被計量物名と前記入力された並び替え用動作パラメータとに基づいて、新たな動作パ
ターンに対応する他の動作パラメータを自動的に設定するように構成されている、請求項
１ないし６のいずれかに記載の計量装置。
【請求項８】
　複数の動作パターンを切り換えて運転することが可能な計量システムであって、
　動作パターンのそれぞれに対応するように被計量物名と計量装置の動作を制御するため
の動作パラメータとを含む複数の設定項目と計量装置の運転結果を分析するための分析項
目とを互いに関連づけて記憶するための記憶装置と、
　表を出力するための出力装置と、
　前記記憶装置に記憶されている設定項目に基づいて、被計量物名が共通する複数の動作
パターンに対応する設定項目の全部または一部および少なくとも一つの分析項目が一つの
動作パターンにつき一つの行または列に含まれるようにかつその被計量物名に対応する行
または列が所定の動作パラメータである並び替え用動作パラメータに基づき昇順または降
順で連続して並ぶように形成された表を前記出力装置を介して出力するための制御装置と
を備える、計量システム。
【請求項９】
　動作パターンのそれぞれに対応するように被計量物名と計量装置の動作を制御するため
の動作パラメータとを含む複数の設定項目と計量装置または計量システムの運転結果を分
析するための分析項目とを互いに関連づけて記憶するステップと、
　記憶されている設定項目に基づいて、被計量物名が共通する複数の動作パターンに対応
する設定項目の全部または一部と少なくとも一つの分析項目とが一つの動作パターンにつ
き一つの行または列に含まれるようにかつその被計量物名に対応する行または列が所定の
動作パラメータである並び替え用動作パラメータに基づき昇順または降順で連続して並ぶ
ように形成された表を出力するステップとを有する、計量装置または計量システムにかか
る設定項目の出力方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計量装置に関する。より詳しくは、複数の設定項目により特定される多数の
動作パターンが設定および記憶され該動作パターンに従って動作するように構成されてい
る計量装置および計量システムおよびこれらにかかる設定項目の出力方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　包装済み食品などの生産ラインでは、組合せ計量装置や重量式選別装置などの計量装置
が包装機などと連結されて一連の計量システムを構成する。組合せ計量装置で計量された
被計量物は、包装機へと排出されて包装される。重量式選別装置は、包装された被計量物
の重量を検出し、該重量が所定重量範囲外にあるものを排除する。
【０００３】
　計量装置や計量システムは、被計量物の種類や目標重量に応じて複雑な動作パターンを
実行する。複雑な動作パターンに対応して、モータ速度やフィーダ振幅など多数の設定項
目が入力され、記憶される。
【０００４】
　計量装置や計量システムは、常に１種類の被計量物にのみ対応した設定で運転されるわ
けではない。一つの袋に投入される被計量物の目標重量も、常に一定ではなく、しばしば
変更される。数時間単位で被計量物の種類と包材を切り換えて、計量と包装が行われるこ
ともある。被計量物の種類や目標重量を変更する場合には、計量装置や計量システムの動
作パターンを変更しなければならない。
【０００５】
　動作パターンを変更するためには、被計量物の種類や目標重量だけでなく、他の多数の
設定項目も変更しなければならず煩雑である。変更作業を容易にすべく、高性能の組合せ
計量装置もしくは包装機は、被計量物の種類や目標重量に応じて複数の動作パターンを予
め設定できるように構成されている。それぞれの動作パターンには番号（動作パターン番
号）が付され、各動作パターン番号に対応づけて設定項目の組（プログラム）が記憶され
る。かかる構成では、ユーザは、動作パターン番号を選択するだけで、全ての設定項目を
適切な値へと変更することができる。組合せ計量装置と包装機が動作パターン番号を通信
により交換し、一方の動作パターン番号が変われば、自動的に他方の動作パターン番号も
変わるようにしているシステムもある。
【０００６】
　重量式選別装置においても同様な技術を利用できる。重量式選別装置の中には、上流に
設置されている組合せ計量装置、包装機、検査装置（金属検出機、Ｘ線異物検出装置等）
などからの動作パターン番号データを通信手段を介して受け取り、動作パターン番号を自
動的に切り替えるものもある。
【０００７】
　計量装置や計量システムの設定に関する技術が記載された文献として、例えば特許文献
１乃至４がある。
【０００８】
　特許文献１には、多種類の被計量物を計量する重量式選別装置において、被計量物の種
類毎に計量タイミング、選別タイミング等を異ならせる技術が記載されている。
【０００９】
　特許文献２には、多種類の被計量物を計量する重量式選別装置において、予め被計量物
の種類毎に被計量物のバッチ長さを記憶しておき、検出された被計量物のバッチ長さが記
憶しているバッチ長さより長い場合に２回分の被計量物が重なっていると判断することに
より、２回分の被計量物を排除する技術が記載されている。
【００１０】
　特許文献３には、組合せ計量装置において、設定項目を外部入力パラメータと内部生成
パラメータとに区分し、外部入力パラメータ（図３の設定項目の一部に相当）に基づき内
部生成パラメータ（図３の設定項目の一部に相当）を自動設定する技術が記載されている
。かかる構成において、内部生成パラメータを自動設定することで全ての設定項目を最適
値に設定することは現実的に無理である。高機能の計量装置が計量する被計量物の特性は
極めて多様であり、該特性によって設定項目の最適値も異なるからである。例えば、計量
ホッパへの投入量は組合せ計量装置の組合せ精度に影響を与える。計量ホッパへの投入量
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は、図３に示す分散フィーダ強度、分散フィーダ動作時間、リニアフィーダ強度、リニア
フィーダ動作時間により決まり、それらの最適値は被計量物の特性により大きく変わる。
被計量物の特性のうち特に影響の大きいものは、比重、粘着度（被計量物どうしのからみ
具合）、大きさである。被計量物の特性が異なると、分散フィーダ強度、分散フィーダ動
作時間、リニアフィーダ強度、リニアフィーダ動作時間が同じであっても搬送量は異なる
。したがって、それぞれのパラメータの最適値を計算することは困難である。一般には、
最初にある程度の目安となる数値が自動で設定され、その後、試行錯誤により最適値が求
められる。
【００１１】
　特許文献４には、計量装置において、設定項目を一覧表示するとともに、該一覧表示に
おいて、任意の設定項目につき、基準品種と他の品種とで設定値が同じである場合には、
該他の品種について該任意の設定項目の表示をしない技術が記載されている。かかる構成
では、基準となる品種から変更した設定値を容易に確認できる。よって、設定項目の数が
多くても設定の誤りや漏れを容易に発見することができる。設定値を修正することで最終
的な設定の誤りや漏れを防止することもできる。
【特許文献１】特公昭６２－６０９４８号公報
【特許文献２】特開平６－１９８２５３号公報
【特許文献３】特開２００３－４５１７号公報
【特許文献４】特開２００６－１２５９０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　計量装置が高機能、高精度になるほど設定項目は増える。設定項目はそれぞれ相互に影
響し合うため、全ての設定項目を矛盾なく設定することも困難となる。一方で、機器の使
用者であるユーザーは、簡単な操作を好む。高機能化と操作の容易性とのバランスを取る
べく、一般的な計量装置では、動作パターン毎に設定項目の値があらかじめ記憶されると
共に、複数の運転レベルが設定される。運転レベルの切換えにより、作業者の能力あるい
は権限に基づいて機器の設定を変更できる範囲を変更することが可能となる。運転レベル
の切換えは、鍵やパスワードなどを利用して制限される。具体的には、例えば運転レベル
としてレベル１からレベル３までが設定される。レベル１では、予め設定されている動作
パターンの中から特定の動作パターンを選択する権限と、機器をＯＮ－ＯＦＦする権限が
与えられる。レベル２では、レベル１の権限に加え、各動作パターンにおける設定項目の
設定値を変更できる権限が与えられる。レベル３では、レベル２の権限に加え、機器のシ
ステム変更などの全権限が与えられる。末端の作業者は、レベル１の権限しか与えられず
、予め設定されている動作パターンの範囲で動作パターンを切り替えること、および機器
をＯＮ－ＯＦＦすることだけができる。機器を据え付けた後に生産ラインの変更がなけれ
ば、複雑な知識や技術も不要であるから、レベル１の権限のみで簡単に運転することがで
きる。
【００１３】
　しかしながら、製品市場は日々変わる。生産者であるユーザーは、例えば新しい種類の
被計量物に対応して、計量装置の設定項目の値を頻繁に変更しなければならない。かかる
ニーズに対応するために、計量装置に関する詳細な技術内容を理解した技術者に対し、レ
ベル２の権限が与えられる。レベル２の権限を持つ技術者は、例えば新しい種類の被計量
物に対応するように、計量装置の設定項目を変更する。しかし、設定項目の数は通常、数
十から１００個を超えるため、設定の誤りや漏れが生じやすく、誤りや漏れを防止するこ
とも困難である。設定の誤りや漏れが頻繁に生じる結果、不良品が市場に出回ったり、計
量装置メーカーの技術者が設定データを修正するまで生産ラインが停止されるといった問
題が生じている。
【００１４】
　本発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、複数の設定項目により特
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定される多数の動作パターンが設定および記憶され該動作パターンに従って動作するよう
に構成されていて設定項目の設定の誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正することが
可能な計量装置および計量システム、およびこれらにかかる設定項目の出力方法を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明者は、上記課題を解決すべく鋭意検討した。その結果、以下の点に気づいた。計
量装置の設定項目は、被計量物の種類が同じであれば、特定の設定項目（例えば組合せ合
計重量や速度）と一定の相関を持つ。そこで、特定の設定項目に基づく昇順または降順で
他の設定項目を並べた表を出力させる。該表において、各設定値が昇順または降順になっ
ていない場合や、設定値同士の間隔にずれがある場合には、設定の誤りがあることが容易
に発見できる。設定に誤りがある設定項目が特定できれば、誤りを修正あるいは防止する
ことも容易となる。
【００１６】
　すなわち、上記課題を解決すべく、本発明の計量装置は、複数の動作パターンを切り換
えて運転することが可能な計量装置であって、動作パターンのそれぞれに対応するように
被計量物名と計量装置の動作を制御するための動作パラメータとを含む複数の設定項目を
互いに関連づけて記憶するための記憶装置と、表を出力するための出力装置と、前記記憶
装置に記憶されている設定項目に基づいて、被計量物名が共通する複数の動作パターンに
対応する設定項目の全部または一部が一つの動作パターンにつき一つの行または列に含ま
れるようにかつその行または列が所定の動作パラメータである並び替え用動作パラメータ
に基づき昇順または降順で並ぶように形成された表を前記出力装置を介して出力するため
の制御装置とを備える。
【００１７】
　かかる構成では、設定に誤りのある可能性のある設定項目を容易に特定できる。よって
、設定項目の設定の誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正することができる。
【００１８】
　上記の計量装置において、並び替え用動作パラメータは目標重量であってもよい。
【００１９】
　かかる構成では、目標重量の順に動作パターンが並べられる。目標重量と高い相関関係
を持つ動作パラメータは多い。目標重量の順に動作パターンを並べることで、さまざまな
種類の動作パラメータについて、設定の誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正するこ
とができる。
【００２０】
　上記の計量装置において、複数の動作パラメータの中からいずれか一つの動作パラメー
タを並び替え用動作パラメータとして選択するための選択装置を備えてもよい。
【００２１】
　かかる構成では、動作パターンを並べる基準となる動作パラメータを任意に設定できる
。基準となる動作パラメータを適宜設定することで、設定の誤りや漏れを防止あるいは修
正したい動作パラメータに応じて表を変更することが可能となる。
【００２２】
　上記の計量装置において、複数の動作パラメータから並び替え用動作パラメータを除く
いずれか一つの動作パラメータを選択するための選択装置を備え、前記制御装置は、前記
行または列が前記選択装置を介して選択された動作パラメータを含むように前記表を出力
するように構成されていてもよい。
【００２３】
　かかる構成では、表に含める動作パラメータを任意に変更できる。よって、設定の誤り
や漏れを防止あるいは修正したい動作パラメータを含むように表を出力させることが可能
となる。
【００２４】
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　上記の計量装置において、入力装置を備え、前記出力装置は表示装置を備え、前記制御
装置は、前記表を前記表示装置に表示させている状態で、前記入力装置を介して設定項目
の入力を受付け可能に構成されていてもよい。
【００２５】
　かかる構成では、表を参照しつつ設定項目を修正できる構成とすることにより、設定の
誤りや漏れを容易に防止できる。
【００２６】
　上記の計量装置において、前記記憶装置は、動作パターンのそれぞれに対応するように
被計量物名と動作パラメータとを含む複数の設定項目と計量装置の運転結果を分析するた
めの分析項目とを互いに関連づけて記憶するように構成されており、前記制御装置は、前
記行または列が少なくとも一つの分析項目を含むように前記表を出力するように構成され
ていてもよい。
【００２７】
　かかる構成では、分析項目に基づいて動作パラメータの設定値に誤りのある可能性が高
い動作パターンを容易に特定できる。
【００２８】
　上記の計量装置において、分析項目は、運転効率とモータ脱調エラーと零補正エラーと
からなる群から選ばれるパラメータであってもよい。
【００２９】
　かかる構成では、運転効率またはモータ脱調エラーまたは零補正エラーに基づいて動作
パラメータの設定値に誤りのある可能性が高い動作パターンを容易に特定できる。
【００３０】
　上記の計量装置において、入力装置を備え、前記出力装置は表示装置を備え、前記制御
装置は、前記表を前記表示装置に表示させている状態で、前記入力装置を介して設定項目
の入力を受付け可能に構成されていてもよい。
【００３１】
　かかる構成では、分析項目を含んだ表を参照しつつ設定項目を修正できる構成とするこ
とにより、設定の誤りや漏れを容易に防止できる。
【００３２】
　上記の計量装置において、入力装置を備え、前記制御装置は、新たな動作パターンに対
応する設定項目の入力を前記入力装置を介して受付ける際に、新たな動作パターンに対応
する被計量物名と並び替え用動作パラメータの入力がされると、すでに記憶されている動
作パターンに対応する設定項目と前記入力された被計量物名と前記入力された並び替え用
動作パラメータとに基づいて、新たな動作パターンに対応する他の動作パラメータを自動
的に設定するように構成されていてもよい。
【００３３】
　かかる構成では、すでに入力されている設定項目に基づいて未入力の動作パラメータが
自動的に設定されるために動作パラメータの設定作業が簡略化される。同時に、該自動設
定された動作パラメータを含む表が出力されるために、自動設定により得られた設定値が
適切な値になっているか否かを容易に判定することができる。
【００３４】
　また、本発明の計量システムは、複数の動作パターンを切り換えて運転することが可能
な計量システムであって、動作パターンのそれぞれに対応するように被計量物名と計量装
置の動作を制御するための動作パラメータとを含む複数の設定項目を互いに関連づけて記
憶するための記憶装置と、表を出力するための出力装置と、前記記憶装置に記憶されてい
る設定項目に基づいて、被計量物名が共通する複数の動作パターンに対応する設定項目の
全部または一部が一つの動作パターンにつき一つの行または列に含まれるようにかつその
行または列が所定の動作パラメータである並び替え用動作パラメータに基づき昇順または
降順で並ぶように形成された表を前記出力装置を介して出力するための制御装置とを備え
る。
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【００３５】
　かかる構成では、設定に誤りのある可能性のある設定項目を容易に特定できる。よって
、設定項目の設定の誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正することができる。
【００３６】
　また、本発明の計量装置または計量システムにかかる設定項目の出力方法は、動作パタ
ーンのそれぞれに対応するように被計量物名と計量装置の動作を制御するための動作パラ
メータとを含む複数の設定項目を互いに関連づけて記憶するステップと、記憶されている
設定項目に基づいて、被計量物名が共通する複数の動作パターンに対応する設定項目の全
部または一部が一つの動作パターンにつき一つの行または列に含まれるようにかつその行
または列が所定の動作パラメータである並び替え用動作パラメータに基づき昇順または降
順で並ぶように形成された表を出力するステップとを有する。
【００３７】
　かかる構成では、設定に誤りのある可能性のある設定項目を容易に特定できる。よって
、設定項目の設定の誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正することができる。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明は、上記のような構成を有し、以下のような効果を奏する。すなわち、複数の設
定項目により特定される多数の動作パターンが設定および記憶され該動作パターンに従っ
て動作するように構成されている計量装置および計量システムにおいて、設定項目の設定
の誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照しながら説明する。
【００４０】
　（第１実施形態）
　第１実施形態の計量装置は、組合せ計量装置である。図１は、本発明の第１実施形態に
かかる組合せ計量装置の構成を示す概略模式図である。
【００４１】
　本実施形態の組合せ計量装置１００は、装置上部の中央に、外部の供給装置１０から供
給される被計量物を振動によって放射状に分散させる円錐形の分散フィーダ１１が設けら
れている。分散フィーダ１１の周囲には、分散フィーダ１１から送られてきた被計量物を
振動によって各供給ホッパ１３に送りこむためのリニアフィーダ１２が設けられている。
リニアフィーダ１２の下方には、複数の供給ホッパ１３、計量ホッパ１４及びメモリホッ
パ１５がそれぞれ対応して設けられ、円状に配置されている。供給ホッパ１３はリニアフ
ィーダ１２から送りこまれた被計量物を受け取り、その下方に配置された計量ホッパ１４
が空になるとゲートを開いて計量ホッパ１４へ被計量物を投入する。計量ホッパ１４には
ロードセル等の重量センサ１９が取り付けられており、重量センサ１９が計量ホッパ１４
内の被計量物の重量を計測する。計量ホッパ１４は、その保持している被計量物をメモリ
ホッパ１５と集合シュート１６へ選択的に排出可能な構成になっている。メモリホッパ１
５は計量ホッパ１４の斜め下方に配置され、空になると計量ホッパ１４から被計量物が投
入される。制御部３１（制御装置）による組合せ演算により複数の計量ホッパ１４および
メモリホッパ１５の中から排出すべきホッパ（以下、排出ホッパ）の組合せが求められ、
その組合せに該当する排出ホッパから被計量物が集合シュート１６上へ排出される。集合
シュート１６は、計量ホッパ１４およびメモリホッパ１５の下方に設けられ、また、その
下部には集合ファンネル１７が配設されている。計量ホッパ１４およびメモリホッパ１５
から排出された被計量物は集合シュート１６上を滑り集合ファンネル１７で集められて集
合ホッパ１８に一旦溜められる。制御部３１が図示されない包装機からの排出要求信号を
受けて集合ホッパ１８のゲートを開き、被計量物が包装機へと排出される。分散フィーダ
１１の上方には、被計量物の量を検出する光電式のレベルセンサ２０が設けられている。
計量ユニット４１（図２）は、リニアフィーダ１２及びその振動制御回路３４（図２）と
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、供給ホッパ１３，計量ホッパ１４及びそれらのゲート駆動回路３５（図２）と、重量セ
ンサ１９及びＡ／Ｄ変換回路３６（図２）と、メモリホッパ１５及びそのゲート駆動回路
３７（図２）とを有する。組合せ計量装置１００は、計量ユニット４１を複数備えている
。
【００４２】
　操作設定表示器３は、例えばタッチパネル等で構成される。操作設定表示器３は、組合
せ計量装置１００の操作およびその動作設定等を行うための入力部５（入力装置および選
択装置）と、運転速度、組合せ計量値等を画面に表示する表示部６（出力装置）とを備え
ている。印字部４（出力装置）は、プリンター等の一般的な印刷装置で構成され、操作設
定表示器３の入力手段から入力する信号により、演算制御部３１１を介して操作可能であ
る。
【００４３】
　制御部３１は、ＣＰＵ等からなる演算制御部３１１と、ＲＡＭ及びＲＯＭ等のメモリか
らなる記憶部３１２とで構成されている。記憶部３１２には、運転用プログラム、設定項
目、計量値等が記憶される。演算制御部３１１は、記憶部３１２に記憶されている運転用
プログラムを実行して、前述の供給装置１０の制御および組合せ計量装置１００の全体の
制御を行うとともに組合せ演算を行う。組合せ演算では、計量ホッパ１４内の被計量物の
重量が重量センサ１９により計測され、得られた重量が計量ホッパ１４の計量値として用
いられる。計量ホッパ１４の計量値は記憶部３１２に記憶され、計量ホッパ１４内の被計
量物が対応するメモリホッパ１５へと投入された場合には、記憶されている計量値が、メ
モリホッパ１５の計量値として用いられる。複数の計量ホッパ１４およびメモリホッパ１
５の中から、被計量物の計量値の合計が目標重量に対して許容範囲となるホッパの組合せ
が１つ求められる。制御部３１は例えば、制御の種類に応じて複数設けられていてもよい
。制御部３１による制御は並列制御であってもよい。
【００４４】
　図２は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置の制御系統の概略を示すブロッ
ク図である。組合せ計量装置１００の制御部３１は、外部Ｉ／Ｏ回路３９を介して包装機
２（包装機の制御部）と信号を交換する。制御部３１は、通信回路４０を介して操作設定
表示器３と信号を交換し、操作設定表示器３を介して入力を受付けると共に、操作設定表
示器３の表示内容を制御する。制御部３１は、印字するデータ等の信号を印字部４へ出力
する。制御部３１には、Ａ／Ｄ変換回路３３を介してレベルセンサ２０の信号が入力され
る。制御部３１は、入力された信号に基づいて、分散フィーダ１１上の被計量物を一定量
に保つように供給装置１０を制御する。制御部３１は、振動制御回路３２を介して分散フ
ィーダ１１の振動振幅およびその動作時間を制御する。制御部３１は、振動制御回路３４
を介してリニアフィーダ１２の振動振幅および振動の継続時間を制御する。制御部３１は
、ゲート駆動回路３５を介して供給ホッパ１３および計量ホッパ１４のそれぞれのゲート
の開閉を行うためのステッピングモータ（図示せず）を制御する。制御部３１は、計量ホ
ッパ１４に取り付けられた重量センサ１９の計測値をＡ／Ｄ変換回路３６を介して受け取
る。制御部３１は、ゲート駆動回路３７を介してステッピングモータを制御し、メモリホ
ッパ１５のゲートを開閉する。制御部３１は、ゲート駆動回路３８を介してステッピング
モータを制御し、集合ホッパ１８のゲートを開閉する。
【００４５】
　以上のように構成された本実施形態における組合せ計量装置１００の動作について、ま
ずその概略を説明する。組合せ計量装置１００の動作は制御部３１の制御によって実現さ
れる。
【００４６】
　被計量物は、供給装置１０によって組合せ計量装置１００の上方に搬送され、分散フィ
ーダ１１の上へと排出される。被計量物はさらに、分散フィーダ１１の振動によって放射
状に分散される。分散された被計量物は、リニアフィーダ１２を経由して、円状に配置さ
れた複数の供給ホッパ１３へと送られる。それぞれの供給ホッパ１３について、対応する
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計量ホッパ１４が空の場合には、その供給ホッパ１３から対応する計量ホッパ１４へと被
計量物が投入される。それぞれの計量ホッパ１４について、対応するメモリホッパ１５が
空の場合には、その計量ホッパ１４から対応するメモリホッパ１５へと被計量物が投入さ
れる。制御部３１は、組合せ演算により計量ホッパ１４およびメモリホッパ１５の中から
排出ホッパを決定し、排出ホッパから集合シュート１６へと被計量物を排出させる。被計
量物は集合シュート１６上を滑り落ち、集合ファンネル１７で集められて、集合ホッパ１
８に一旦溜められる。制御部３１は、包装機２から排出要求信号が入力されると、集合ホ
ッパ１８のゲートを開き、被計量物を包装機２へと排出する。同時に制御部３１は、包装
機へと排出信号を出力する。包装機２では、袋を製造しながら、この袋に組合せ計量装置
１００から排出されてきた被計量物を充填して包装する。包装機２は、組合せ計量装置１
００から入力される排出信号に基づいて、被計量物が充填された袋の上端および次の袋の
下端をシールする。
【００４７】
　組合せ計量装置１００では、上記のような動作を行うために、計量装置の動作を制御す
るためのパラメータ（以下、動作パラメータという）や被計量物名を含む多数の設定項目
が設定される必要がある。組合せ計量装置１００では、被計量物の種類や目標重量などの
違いによってそれぞれ動作パターンが設定される。各動作パターンには番号（動作パター
ン番号）が付与される。記憶部３１２は、各設定項目の設定値（数値データでも文字デー
タでもよい）を、動作パターン番号と対応付けて記憶する。設定項目の設定は、制御部３
１の制御に基づき、操作設定表示器３の入力部５を介して行われる。
【００４８】
　図３は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置に関する主な動作パラメータと
その設定値の一例を示す表である。
【００４９】
　本実施形態における動作パラメータについて簡単に説明する。目標重量は、組合せ計量
装置１００から排出される１回あたりの被計量物の目標重量（組合せ目標重量）である。
上限許容重量は、１回あたりの被計量物の合計重量（組合せ合計重量）として許容される
最大重量を決めるための値である。許容される最大重量は、目標重量と上限許容重量との
和である。許容される最小重量は、目標重量である。速度は、排出された被計量物が１分
間に包装機で包装される袋（パック）の数（１分間あたりの排出回数）である。自動零補
正間隔は、重量センサ１９の計量値の零点補正が行われる時間間隔である。分散フィーダ
強度は分散フィーダ１１の振動振幅に対応する値（最大振幅に対する％）である。リニア
フィーダ強度はリニアフィーダ１２の振動振幅に対応する値（最大振幅に対する％）であ
る。分散フィーダ動作時間、リニアフィーダ動作時間は、それぞれ分散フィーダ１１、リ
ニアフィーダ１２の毎回の振動時間である。供給ホッパモータパターン、計量ホッパモー
タパターン、メモリホッパモータパターン、集合ホッパモータパターンは、それぞれのホ
ッパのゲートを駆動するステッピングモータの駆動パターンである。モータパターンの設
定値（１，２，３）は、予め設定されている各ステッピングモータの駆動パターンの識別
番号を示す。ステッピングモータの駆動パターンに応じてそれぞれのホッパのゲートの開
動作および閉動作の動作態様が決まる。供給ホッパ開時間、計量ホッパ開時間、メモリホ
ッパ開時間、集合ホッパ開時間は、それぞれのホッパのゲートが完全に開ききってから閉
じ始めるまでの時間である。供給ホッパ開遅延時間、計量ホッパ開遅延時間、メモリホッ
パ開遅延時間、集合ホッパ開遅延時間は、それぞれ包装機から排出要求信号を受けてから
、供給ホッパ、計量ホッパ、メモリホッパ、集合ホッパそれぞれのゲートの開動作を開始
させるまでの遅延時間である。安定時間は、計量ホッパ１４へ被計量物を投入するために
供給ホッパ１３のゲートの開動作を開始させてから重量センサ１９の計量値を制御部３１
が組合せ演算用の計量値として取得するまでの待機時間である。安定時間は、重量センサ
１９により計量ホッパに投入された被計量物の正確な重量を計測するために設定される。
排出信号ＯＮ時間は、各回に出力される排出信号の継続時間である。排出信号発信遅延時
間は、集合ホッパのゲートを開き始めてから排出信号を出力し始めるまでの遅延時間であ
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る。これらの設定項目はほんの一例を示したものであり、実際は数十個あるいは百個以上
の多数の設定項目がある。
【００５０】
　以下、組合せ計量装置１００の特徴である、設定項目の表について説明する。この表は
、制御部３１により記憶部３１２に記憶されている設定項目の値が参照されて作成され、
出力装置を介して出力される。
【００５１】
　図４は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置において、操作設定表示器３に
表示される設定項目の表の一例を示す図である。図４に示すように、操作設定表示器３に
表示される設定項目の表では、被計量物名が共通する複数の動作パターンに対応する設定
項目の全部または一部（表示項目）が一つの動作パターンにつき一つの行または列（図４
では行）に含まれるようにかつその行または列が所定の動作パラメータである並び替え用
動作パラメータ（図４では目標重量）に基づき昇順または降順（図４では昇順）で並ぶよ
うに形成されている。表の出力は、常時自動的に行われてもよいし、ユーザによる入力部
５の操作に起因して行われてもよい。動作パターンは複数設定可能（図４では３００個）
であり、被計量物名が共通する動作パターンがひとまとめにされ、連続的に並べられる。
図４では、表示項目は被計量物名と目標重量とリニアフィーダ強度である。
【００５２】
　図４の表において、１番目から３番目までの行には、製品名（１）（たとえばポテトチ
ップ）の被計量物を計量する場合の動作パターンに対応する表示項目が表示されている。
各設定項目は、動作パターン毎に行をなし、各行が目標重量に基づき昇順で並ぶように配
列されている。以下、図４を参照しつつ組合せ計量装置１００におけるパラメータの設定
方法について説明する。
【００５３】
　組合せ計量装置１００では原則として、リニアフィーダ強度は供給ホッパ１３への投入
量にほぼ比例し、供給ホッパ１３への投入量は目標重量にほぼ比例する。したがって、リ
ニアフィーダ強度は、目標重量とほぼ比例するはずである。一方で図４の表では、１番目
から３番目の行にかけて目標重量が１００ｇ、２００ｇ、３００ｇと等間隔で増加してい
るのに、リニアフィーダ強度は４０、４０、５０となっており、リニアフィーダ強度が等
間隔で増加していない。かかる表示を見れば、ユーザは、２番目の行に表示された動作パ
ターンについて、リニアフィーダ強度に設定の誤りがある可能性が高いことを容易に知る
ことができる。かかる構成により、組合せ計量装置１００では、複数の設定項目により特
定される多数の動作パターンが設定され機能される計量装置において、設定項目の設定の
誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正することができる。なお、被計量物名の入力に
誤りがある場合には、隣接する行または列の被計量物名が異なることになるため、入力の
誤りを容易に発見できることは言うまでもない。
【００５４】
　組合せ計量装置１００では、新たな動作パターンが設定された場合にも、被計量物名が
共通する動作パターンについて、動作パターン毎に、表示項目が目標重量を基準とする昇
順または降順で配列される。かかる構成により、組合せ計量装置１００では、設定項目の
設定に誤りまたは漏れがないかをユーザが容易に確認できる。
【００５５】
　本実施形態において、表は制御部３１の制御に基づいて操作設定表示器３に表示される
。表は、制御部３１の制御に基づいて印字部４を介して印刷されてもよい。
【００５６】
　上述の説明では目標重量を並び替え用動作パラメータとしたが、いずれの動作パラメー
タを並び替え用動作パラメータとするか任意である。並び替え用動作パラメータが、複数
の動作パラメータの中からユーザにより入力部５を介して選択されてもよい。並び替え用
動作パラメータは、昇順または降順の基準となるものであるため、設定値が数値であるパ
ラメータであることが好ましい。
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【００５７】
　表を表示させた状態で、入力部５を介して設定項目の修正が受付けられてもよい。ユー
ザが表を確認しながらその表に直接に設定項目を書き込める構成であってもよい。ユーザ
が表を確認しながら特定の設定項目を選択すると新たなウインドウが開いて該設定項目を
修正できる構成であってもよい。ユーザが表を参照しつつ設定項目を修正できる構成とす
ることにより、設定の誤りや漏れを容易に防止できる。
【００５８】
　図５は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置において、記憶装置における記
憶エリアの順番が表示の順番と対応している場合に、新たな動作パターンが設定される前
後における各設定項目の記憶装置における配列を示す図であって、（ａ）が新たな動作パ
ターンを設定する前の配列、（ｂ）が新たな動作パターンを設定した後の配列である。記
憶装置における記憶エリアの順番は表示の順番と対応している。図５（ａ）に示すように
、新たな動作パターンとして、被計量物名が製品名（１）であり目標重量が２００ｇであ
る動作パターンと、被計量物名が製品名（２）であり目標重量が１００ｇである動作パタ
ーンとに対応するように動作パラメータが入力される。すると、図５（ｂ）に示すように
、制御部３１により記憶部３１２における各動作パターンに対応する記憶エリアが変更さ
れる。具体的には、被計量物名毎に、目標重量の順で、各動作パターンに対応する設定項
目が記憶部３１２に再記憶される。記憶装置における順番を逐次更新しておけば、表示の
際に並び替えをしなくてもよくなる。
【００５９】
　表における表示の順番と、記憶装置における記憶エリアの順番（例えばメモリ番地のア
ドレス番号）は必ずしも対応している必要はない。メモリのアドレス空間に表と同じ順番
で各項目が記憶されてもよい。設定値が記憶されているアドレスは変えず、表示の段階で
、各項目の設定値に基づいて配列が調整されてもよい。新しい動作パターンを設定する度
に記憶装置における順番を更新する必要がないため、動作が簡略化される。
【００６０】
　図４では、表が全ての動作パターンを含むように記載されているが、かならずしも全て
の動作用パターンが一つの表に含まれる必要はない。一部の動作パターンのみが表に含ま
れてもよい。表に含まれる動作パターンは、ユーザにより入力部５を介して選択されても
よい。
【００６１】
　設定項目のうちどの項目を表に含めるかは、予め定められていてもよい。調整が必要な
動作パラメータの種類に基づいてどの設定項目を表に含めるかが適宜決定されてもよい。
表示項目が、ユーザにより入力部５を介して選択されてもよい。
【００６２】
　本実施形態の計量装置は、組合せ計量装置に限られず、他の計量装置（例えば重量選別
装置等）であってもよい。被計量物の種類や目標重量、速度などに応じて複数の設定項目
で特定される動作パターンを複数設定可能な計量装置であれば、どのような計量装置であ
ってもよい。本発明は、複数の装置（例えば計量装置と包装機と金属検出器と重量選別装
置）を組み合わせた計量システムにも適用可能であることは言うまでもない。
【００６３】
　［変形例１］
　本変形例では、新しい動作パターンの入力時において、ユーザにより被計量物名と目標
重量（並び替え用動作パラメータ）とが入力されると、制御部３１の制御に基づいて、被
計量物名が共通する複数の動作パターンに対応する表示項目が一つの動作パターンにつき
一つの行に含まれるようにかつその行が目標重量に基づき昇順で並ぶように形成された表
が、表示部６または印字部４に出力される。
【００６４】
　図６は、本発明の第１実施形態の変形例１にかかる組合せ計量装置において、操作設定
表示器３に表示される設定項目の表の一例を示す図である。図では、新しい動作パターン



(12) JP 4977496 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

として被計量物名が製品名（１）であり、目標重量が２５０ｇである旨の入力がされた状
態を示す。該２つの項目が入力されると、制御部３１の制御により自動的に操作設定表示
器３に表示されている表が更新される。
【００６５】
　本変形例では、新しい動作パターンにつき並び替え用動作パラメータ以外の動作パラメ
ータが入力されている場合には、ユーザは昇順または降順における前後の動作パターンの
値を参考にして、入力されている動作パラメータの値が適当であるか否かを容易に判定で
きる。新しい動作パターンにつき、並び替え用動作パラメータ以外の動作パラメータが入
力されていない場合には、ユーザは昇順または降順における前後の動作パターンの値を参
考にして、入力すべき動作パラメータの値を容易に決定できる。
【００６６】
　新しい動作パターンの入力時において、未だ入力がされていない動作パラメータが他の
動作パターンの動作パラメータと共に表として表示され、同時に該動作パラメータの入力
が受付けられてもよい。ユーザが表を確認しながらその表に直接に動作パラメータを入力
できる構成であってもよい。ユーザが表を確認しながら特定の動作パラメータを選択する
と新たなウインドウが開いて該動作パラメータを入力できる構成であってもよい。いずれ
の構成でも、ユーザは昇順または降順における前後の動作パターンの動作パラメータを参
考にして該動作パラメータを容易に入力できる。
【００６７】
　［変形例２］
　変形例２において、記憶部３１２が記憶するパラメータには、設定項目の他、分析項目
が含まれる。分析項目とは、運転結果を分析するためのパラメータであって、計量装置を
運転した結果として得られるものである。分析項目は、例えば動作不良等の目安となる。
本実施形態における分析項目の例としては、運転効率と、モータ脱調エラーと、零補正エ
ラーとが挙げられる。
【００６８】
　「運転効率」とは、設定上の速度（例えば１分間あたりの排出回数）に対する、実際の
運転時における速度の割合を指す。例えば、１分あたり１００回排出が行われるように設
定していた場合に、実際の運転時には１分あたり９０回しか排出されない場合には、運転
効率は９０％となる。制御部３１は、所定のタイミングで「運転効率」を演算し、記憶部
３１２に記憶する。「運転効率」は、必要に応じて表示部６に表示され、あるいは印字部
４により印刷される。運転効率が１００％に満たない原因として、設定した計量速度その
ものに誤りがある可能性がある。他の原因としては、メインフィーダやリニアフィーダに
おける供給速度が不十分である可能性がある。さらに他の原因としては、モータ脱調エラ
ー（後述）や零補正エラー（後述）が多く発生して正常な運転が十分にできない可能性も
ある。組合せ計量装置１００では、実際の運転で得られた運転効率と、他のパラメータ（
設定項目および分析項目）とを比較することにより、運転効率が低くなっている原因を探
索することが可能となる。運転効率が向上するように、速度等の設定項目を調整すること
もできる。
【００６９】
　「モータ脱調エラー」とは以下のようなエラーをいう。組合せ計量装置１００では、ホ
ッパゲートの開閉にステッピングモータを用いる。ステッピングモータは、原則としてオ
ープンループ制御により動作するため、制御上のモータ位置（角度）と実際のモータ位置
（角度）とにずれが生じる場合がある。このような状態を「モータ脱調エラー」と呼ぶ。
モータ脱調エラーが発生すると、例えば、閉まっているべき時にホッパゲートが開いてい
ることになり、被計量物が意図しないのに落下するなどの深刻な問題が生じる。組合せ計
量装置１００では、かかる事態を防ぐために、所定のタイミングで実際のモータ位置が原
点に戻っているかを確認する。モータ位置が原点に戻っていない場合には「モータ脱調エ
ラー」が生じたことが記憶部３１２に記録され、その旨が表示部６に表示される。同時に
、モータがさらに駆動され、モータ位置を原点へと復帰させる（脱調の検出と原点への復
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帰は周知の方法で行うことが可能であるため、詳細は省略する）。所定のタイミングで、
「モータ脱調エラー」の発生回数や頻度が制御部３１により演算され、必要に応じて表示
部６に表示され、あるいは印字部４により印刷される。モータ脱調エラーは、一般にステ
ッピングモータのトルク不足により生じる。「モータ脱調エラー」は、被計量物の種類や
設定項目と密接な関連がある。具体的には、例えばホッパ１個あたりに投入される被計量
物の重量が大きくなると、過負荷により脱調が生じる場合がある。被計量物の粘着性が高
くホッパゲートを開くときに大きな抵抗が生じる場合にも、脱調が発生しうる。組合せ計
量装置１００では、モータ脱調エラーが起こりにくくなるように、ホッパゲートの開閉時
間や動作パターン等の設定項目を調整できる。
【００７０】
　「零補正エラー」とは以下のようなエラーをいう。組合せ計量装置１００では、所定時
間毎（例えば、１分～１０分）に、各計量ホッパの風袋重量（被計量物を排出した状態に
おける計量ホッパの重量）が検出され、これが零点として記憶される。計量動作時には、
被計量物が投入された重量が検出され、風袋重量を差し引いた重量が計量ホッパに投入さ
れた被計量物の重量とされ、これを計量値として組合せ演算が行われる。零点は気温など
によっても変動するが、計量ホッパへの被計量物の付着も零点に大きな影響を与える。特
に、飴や揚げ物といった粘着性の高い被計量物を計量する場合、被計量物の破片等が計量
ホッパに付着しやすく、零点が変動し易い。計量ホッパに計量物が付着すると、その回に
おける排出では、計量ホッパからの排出量が計算上の排出量に満たなくなる。計量ホッパ
に付着していた被計量物が後の排出時に剥がれ落ちれば、計量ホッパからの排出量が計算
上の排出量を上回ることにもなる。被計量物の粘着性は、組合せ計量装置の上流での被計
量物の処理状態（製造ラインの状態など）や、周囲の湿度や気温などによって刻々と変化
することがある。好適な計量精度を維持するために、計量中は必要に応じて計量ホッパへ
の被計量物の付着しやすさをチェックすることが望ましい。組合せ計量装置１００では、
所定時間毎に記憶された零点の値を、初期状態（あるいは付着物がない状態）の風袋重量
と比較し、その差の絶対値が所定値を超えた場合（例えば±２％の範囲を外れた場合）を
「零補正エラー」とする。「零補正エラー」が発生すると、その旨が記憶部３１２に記憶
される。同時にその旨が表示部６に表示される。所定のタイミングで、「零補正エラー」
の発生回数や頻度が制御部３１により演算され、記憶部３１２に記憶され、必要に応じて
表示部６に表示され、あるいは印字部４により印刷される。ユーザは、零補正エラーが出
力されれば、被計量物が付着し易くなって可能性があることが分かる。零補正エラーが生
じた場合の一般的な対策としては、計量ホッパに被計量物が付着していないか、上流の製
造ラインの状態に問題がないかなどを確認することが挙げられる。組合せ計量装置１００
ではさらに、被計量物がホッパゲートに付着しにくくなるように、ホッパゲートの開閉時
間や速度等の設定項目を調整できる。
【００７１】
　本変形例では、各動作パターンにより実際に組合せ計量装置１００を運転した結果に基
づいて制御部３１により分析項目が演算される。分析項目は動作パターン番号と関連付け
られて記憶部３１２に記録される。動作パターン番号と一組の設定項目（被計量物名およ
び動作パラメータ）と一組の分析項目とが、一つの動作パターンに対応する。
【００７２】
　図７は、本発明の第１実施形態の変形例２にかかる組合せ計量装置において、操作設定
表示器３に表示される設定項目の表の一例を示す図である。図に示すように、本変形例で
は図４の例と異なり、１番目から３番目までの行には、製品名（１）（たとえばポテトチ
ップ）の被計量物を計量する場合の動作パターンに対応する設定項目（被計量物名および
目標重量）に加え、分析項目（運転効率、零補正エラー、モータ脱調エラー）が表示され
ている。零補正エラーおよびモータ脱調エラーは、各動作パターンで動作した全計量サイ
クルにおける累積のエラー回数（回）とエラー発生率（％）とが並べて表示される。各動
作パターンは目標重量に基づいて昇順に並ぶように配列されている。
【００７３】
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　上述のように、運転効率は実際に組合せ計量装置１００を運転した際の速度と設定した
速度との違いを示す。運転効率は、原則として被計量物名や設定項目が違っても、ほぼ一
定であることが期待される。極端に運転効率が低い動作パターンがある場合、ユーザは、
該動作パターンについて動作パラメータの設定値に誤りがある可能性が高いと推定できる
。図７の例では、２番目の行において運転効率が５０％と極端に低くなっているため、２
番目の動作パターンについて、動作パラメータの設定値に誤りがある可能性が高いと判断
できる。かかる構成によれば、ユーザは分析項目に基づいて動作パラメータの設定値に誤
りのある可能性が高い動作パターンを容易に特定できる。
【００７４】
　特に、動作パラメータを見ただけでは、設定値に実用上問題となるような誤りがあるか
否かを判断しにくい場合もある。本変形例では、分析項目と設定項目とが並べて表示され
るため、どの動作パターンに実際に問題が生じているかを容易に判別して動作パラメータ
の調整を行うことが可能となる。
【００７５】
　さらに、誤りのある可能性の高い動作パラメータが呼び出し可能であってもよい。例え
ば、リニアフィーダ強度は、製品名が同じであれば、目標重量が増えるにつれて増加する
。運転効率とリニアフィーダ強度とが比較可能であれば、リニアフィーダ強度の設定の誤
りが原因となって運転効率が低下しているか否かを容易に判定できる。
【００７６】
　図８は、本発明の第１実施形態の変形例２にかかる組合せ計量装置において、図７に示
した表に基づいて制御部３１により作成され操作設定表示器３に表示される表の一例であ
る。本変形例では、図７の表が表示された状態でユーザが特定の設定項目と分析項目とを
選択することにより、選択された項目を含むように新たな表が作成され表示される。図８
に示すように、製品名（１）に対応する動作パターンにおいて、運転効率が５０％の動作
パターンに対しリニアフィーダ強度は３０であり、同じ製品名のパラメータセットの中で
極端に低くなっていることが分かる。かかる構成により、設定の誤りがある設定項目を容
易に特定できる。
【００７７】
　図７では複数の分析項目が同時に表示されたが、表に含まれる分析項目は１個でもよい
。例えば図８に示すような表が最初から表示されてもよい。ただし、設定に誤りがある設
定項目をより容易に特定できるようにするためには、複数の分析項目を含む表が出力され
ることが好ましい。
【００７８】
　［変形例３］
　本変形例では、新しい動作パターンの設定時に、被計量物名および自動設定用動作パラ
メータが入力されると、自動設定用動作パラメータ以外の動作パラメータについて自動的
に設定が行われる。より具体的には、新たに入力された被計量物名および自動設定用動作
パラメータに加え、既に設定されている設定項目に基づいて、未だ入力されていない動作
パラメータが自動的に設定される。
【００７９】
　自動設定用動作パラメータは、他の動作パラメータを自動的に設定する基準となる動作
パラメータであって、例えば目標重量や速度などとすることができる。自動設定用動作パ
ラメータは並び替え用動作パラメータと同じでもよいし、異なっていてもよい。自動設定
用動作パラメータは、複数の動作パラメータの中からユーザにより入力部５を介して選択
されてもよい。
【００８０】
　図９は、本発明の第１実施形態の変形例３にかかる組合せ計量装置において、操作設定
表示器３に表示される設定項目の表の一例を示す図である。表中、括弧は、自動的に設定
された設定項目であることを示す。図９において、自動設定用動作パラメータは目標重量
であり、並び替え用動作パラメータと同じである。
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【００８１】
　図では、製品名（１）につき既に２つの動作パターン（目標重量が１００ｇおよび２０
０ｇ）が設定されており、新たに動作パターンの設定が行われた場合を示す。新たな動作
パターンについて、被計量物名として製品名（１）が入力（または選択）され、目標重量
として３００ｇが入力されると、以下の式に基づいて、他の動作パラメータ（図ではリニ
アフィーダ強度および自動零補正間隔）が設定される。式中、Ｗは目標重量、Ａはリニア
フィーダ強度、Ｔは自動零補正間隔を示し、各変数の括弧内の数字は動作パターン番号を
示す。
【００８２】
【数１】

【００８３】
【数２】

【００８４】
　式１および式２に示すように、被計量物が同じであれば、目標重量に基づいて、他の動
作パラメータを推定できる。上記の式では線形補完の方法で他の動作パラメータが自動設
定される。自動設定の方法は線形補完に限られるものではなく、さまざまな周知の方法を
用いて可能である。典型的には、一般的な欠損値の補完方法が好適に用いられる。未入力
の動作パラメータが自動設定されることで、動作パラメータの設定差行が簡略化される。
【００８５】
　本変形例では、新しい動作パターンについて、自動設定された動作パラメータの全てま
たは一部が含まれるように、並び替え用動作パラメータに基づいて昇順または降順で作成
された表として表示される。かかる構成により、ユーザは、昇順または降順に並べられた
他の設定値と比較することで、自動設定により得られた設定値が適切な値になっているか
否かを容易に判定することができる。
【００８６】
　自動設定された動作パラメータの表示と同時に、該動作パラメータの入力が受付けられ
てもよい。かかる構成により、ユーザは、設定値が不適切であると判断した動作パラメー
タを容易に修正できる。
【００８７】
　自動的に設定された動作パラメータについては、図９のように何らかの方法（括弧やア
ンダーラインなど）により、その動作パラメータが自動的に設定されたものであることが
示されることが好ましい。かかる構成により、ユーザは自動設定された動作パラメータを
容易に判別することができる。
【００８８】
　［変形例４］
　図１０は、本発明の第１実施形態の変形例４にかかる、計量装置の設定項目出力方法を
示すフローチャートである。
【００８９】
　図に示すように、本変形例の設定項目出力方法では、ステップＳ１において、制御部３
１が動作パターンのそれぞれに対応するように被計量物名と計量装置の動作を制御するた
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めの動作パラメータとを含む複数の設定項目を互いに関連づけて記憶部３１２に記憶する
。設定項目の記憶が完了すると、ステップＳ２において、制御部３１が記憶部３１２に記
憶されている設定項目に基づいて、被計量物名が共通する複数の動作パターンに対応する
設定項目の全部または一部が一つの動作パターンにつき一つの行または列に含まれるよう
にかつその行または列が所定の動作パラメータである並び替え用動作パラメータに基づき
昇順または降順で並ぶように形成された表を表示部６または印字部４に出力する。出力さ
れる表および該表を用いてパラメータを確認し修正する方法は、例えば図４のような表を
用いた上述の説明と同様とすることができるため、説明を省略する。
【００９０】
　かかる構成により、複数の設定項目により特定される多数の動作パターンが設定および
記憶され該動作パターンに従って動作するように構成されている計量装置および計量シス
テムにおいて、設定項目の設定の誤りや漏れをより容易に防止あるいは修正することがで
きる。
【００９１】
　本変形例についても、変形例１乃至３に対応した変形が可能であることは言うまでもな
い。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明に係る計量装置および計量システムおよびこれらにかかる設定項目の出力方法は
、複数の設定項目により特定される多数の動作パターンが設定および記憶され該動作パタ
ーンに従って動作するように構成されていて設定項目の設定の誤りや漏れをより容易に防
止あるいは修正することが可能な計量装置および計量システム、およびこれらにかかる設
定項目の出力方法として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置の構成を示す概略模式図
である。
【図２】図２は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置の制御系統の概略を示す
ブロック図である。
【図３】図３は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置に関する主な動作パラメ
ータとその設定値の一例を示す表である。
【図４】図４は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置において、操作設定表示
器に表示される設定項目の表の一例を示す図である。
【図５】図５は、本発明の第１実施形態にかかる組合せ計量装置において、記憶装置にお
ける記憶エリアの順番が表示の順番と対応している場合に、新たな動作パターンが設定さ
れる前後における各設定項目の記憶装置における配列を示す図であって、（ａ）が新たな
動作パターンを設定する前の配列、（ｂ）が新たな動作パターンを設定した後の配列であ
る。
【図６】図６は、本発明の第１実施形態の変形例１にかかる組合せ計量装置において、操
作設定表示器に表示される設定項目の表の一例を示す図である。
【図７】図７は、本発明の第１実施形態の変形例２にかかる組合せ計量装置において、操
作設定表示器に表示される設定項目の表の一例を示す図である。
【図８】図８は、本発明の第１実施形態の変形例２にかかる組合せ計量装置において、図
７に示した表に基づいて制御部により作成され操作設定表示器に表示される表の一例であ
る。
【図９】図９は、本発明の第１実施形態の変形例３にかかる組合せ計量装置において、操
作設定表示器に表示される設定項目の表の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の第１実施形態の変形例４にかかる、計量装置の設定項目出
力方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
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【００９４】
　　２　包装機
　　３　操作設定表示器
　　４　印字部
　　５　入力部
　　６　表示部
　１０　供給装置
　１１　分散フィーダ
　１２　リニアフィーダ
　１３　供給ホッパ
　１４　計量ホッパ
　１５　メモリホッパ
　１６　集合シュート
　１７　集合ファンネル
　１８　集合ホッパ
　１９　重量センサ
　２０　レベルセンサ
　３１　制御部
　３２　振動制御回路
　３３　Ａ／Ｄ変換回路
　３４　振動制御回路
　３５　ゲート駆動回路
　３６　Ａ／Ｄ変換回路
　３７　ゲート駆動回路
　３８　ゲート駆動回路
　３９　外部Ｉ／Ｏ回路
　４０　通信回路
　４１　計量ユニット
　１００　組合せ計量装置
　３１１　演算制御部
　３１２　記憶部
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【図１０】
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